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Ａ環境面


・評価も割れず、高評価を頂けた。





Ｂ児童への支援内容


・ニーズや課題の分析については高評価。プログラム内容に関しては、『分からない』という意見が半数。


但し、「固定化された活動の方が安定して過ごせる」という意見も見られた。





Ｃ事業所からの情報発信


・概ね、高評価を頂く事が出来た。





Ｄ非常対応


・マニュアルに関しては、「周知、説明がされている」と評価されてた。


・「避難訓練を実施しているか分からない」と言う意見が半数であった。








Ａ環境面


・居室スペースに対しての利用定員数のバランスは良好。


・職員の配置人数に関してもおおよそ適当。





Ｂ児童への支援内容


・ニーズや課題の分析についてはや活動プログラムの立案など基本的な支援内容は、良好。


・長期休み中の活動などについては、課題が見られた。





Ｃ関係機関との連携


・関係機関との連携については評価が割れ学校以外との関係機関については少ない、もしくは分からないという意見が多い。





Ｄ保護者への説明責任・信頼関係


・保護者への説明責任や信頼関係は得られている評価。


Ｅ非常対応


・特に大きな問題もなく、評価分かれず


良好。





令和3年度　　　　　　　　





事業所自己評価シート　　　　　　　　





職員による自己評価





保護者による評価








【共通点】


・環境面や基本的な支援内容に関しては、良い評価を頂く事ができ、保護者との関係も良好であった。


・『非常時の対応（マニュアルや説明）』に関して昨年度と比べると保護者の方に知られるようになってきたのは、良かったと思われる。


【相違点】


・非常時マニュアルに関しては、周知、説明されていると評価された一方で、定期的な避難訓練や苦情対応について知られていない。















































事業所内での分析











分析・検討してみて…








①避難訓練：


実施に関して、知っている方もいれば


知らない方もいる。





②プログラムの固定化：


固定化に関して、保護者内や職員間の中


でも、意見が分かれている。（保護者の


中には、固定化している方が安心出来る


子もいる為、重視していない意見もあ


る。）








・環境面や支援内容など高評価。保護者の方との信頼関係も良いため、今後も保護者との良好な関係を維持し、良支援に繋げていく。





事業所の強み





事業所の改善点








①避難訓練について


・おたよりを発行する際に、実施した内容等を記載する。


・保護者会や懇談会の場にて、実施報告をさせてもらう。


・実施した日の連絡ノートには、実施した旨の内容を記入する。





②プログラムの固定化について


・保護者と話しが出来る場（個別面談や送迎時）に日々の活動内容や様子を伝え、感想や意見を拾い、『サービス計画書』作成や日々の支援に反映させていく。


・ケース会などで、正職・パートさんとの情報共有をはかり、支援の在り方を検討し日々のプログラムに反映していく。





事業所の改善への取り組み





～自己評価を行っての事業所としての感想など～


　環境面や支援内容など高評価を頂けた部分などは、継続出来るように努め、改善すべき点は、改善していくことで、今後も保護者や職員間共に良好な関係を維持し、良い支援や関係性に繋げていきたい。








